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作成日：2011年 9月 27日
改訂日：2020年 5月 15日 

安  全  デ  ー  タ  シ  ー  ト 

１． 化学物質等及び会社情報 

  製 品 名 ： ダイヤモンドスプレー 150ml  

製品種類 ：SS、SP、SN シリーズ 

推奨用途と仕様上の制限：試料研磨用研磨剤 

会 社 名 ：ハルツォク・ジャパン株式会社 

住所 ： 〒170-0003 東京都豊島区駒込 2-3-7 

電話番号 ：03-5907-1771 

FAX 番号 ：03-5907-1770 

２． 危険有害性の要約 

【GHS 分類】※分類対象外、分類できないは省略 

可燃性/引火性エアゾール ：区分 1 

引火性液体 ：区分 2 

引火性液体 ：区分２ 

急性毒性(経口、吸入) ：区分外 

皮膚腐食性・刺激性 ：区分外 

眼に対する損傷性／刺激性 ：区分 2A-2B 

生殖細胞変異原性 ：区分１Ｂ 

発がん性 ：区分外 

生殖毒性 ：区分１Ａ 

特定標的臓器・全身毒性(単回暴露) ：区分２(中枢神経系、腎臓、全身毒性) 

区分３(気道刺激性、麻酔作用) 

 (反復暴露) ：区分２(神経) 

水生環境急性有害性   ：区分外 

水生環境慢性有害性   ：区分外 

【ＧＨＳラベル要素】 

【注意喚起語】 

危険 

【危険有害性情報】 

・極めて可燃性／引火性の高いエアゾール 

・高圧容器：熱すると破裂のおそれ 

・眼への強い刺激 

・遺伝性疾患のおそれ 

・生殖能または胎児への悪影響のおそれ 

・臓器(中枢神経系、腎臓、全身毒性)の障害のおそれ 

・呼吸器への刺激のおそれ 

・眠気またはめまいのおそれ 

・長期または反復暴露による臓器（肝臓）の障害 
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・長期または反復暴露による臓器(神経)の障害のおそれ 

【注意書き】 

《安全対策》 

・熱／火花／裸火／高温のもののような着火源から遠ざけること。－禁煙。 

・裸火または他の着火源に噴霧しないこと。 

・加圧容器：使用後も含め、穴をあけたり燃やしたりしないこと。 

・容器を密閉しておくこと。 

・火花を発生させない工具を使用すること。 

・静電気放電に対する予防措置を講ずること。 

・保護手袋／保護眼鏡／保護面を着用すること。 

・取扱い後、手をよく洗うこと。 

・使用前に取扱説明書を入手すること。 

・粉じん／煙／ガス／ミスト／蒸気／スプレーを吸入しないこと。 

・この製品を使用する時に、飲食または喫煙をしないこと。 

・屋外または換気の良い場所でのみ使用すること。 

《応急措置》 

・眼に入った場合：水で数分間注意深く洗うこと、次に、コンタクトレンズを着用していて容易にはず

せる場合は外すこと。その後も洗浄を続けること。 

・火災の場合：消火に「５．火災時の処置」に記載された消火剤を使用すること。 

・眼の刺激が続く場合は、医師の診断／手当てを受けること。 

・暴露または暴露の懸念がある場合：医師の診断／手当てを受けること。 

・吸入した場合：空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。 

・気分が悪い時は、医師の診断／手当を受けること。 

《保管》 

・日光から遝断し、40℃以上の温度に暴露しないこと。 

・換気の良い場所で保管すること。涼しいところに置くこと。 

・施錠して保管すること。 

《廃棄》 

・内容物／容器を国際／国／都道府県／市町村の規則に従って廃棄すること。 
 

 

３．組成、成分情報 

成分名 含有量 % CAS No. 官報公示整理番号 ＰＲＴＲ 安衛法別表第 9号 
通知物質番号 

ジメチルエーテル 50～55 115-10-6 2-360 対象外 - 

エタノール 40～45 64-17-5 2-202 対象外 61 

イソプロピルアルコール 1.5～2.0 67-63-0 2-207 対象外 494 

ﾉﾙﾏﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙｺｰﾙ 3.5～4.0 71-23-8 2-207 対象外 494 

カーボン(ダイヤモンド) 0.5～1.0 7782-40-3 - 

 

対象外 - 
 

 

４．応急処置 

吸入した場合：    被災者を直ちに新鮮な空気の場所に移動させ、保温・安静にし、必要に応じ医師

の診断を受けること。 

 呼吸が不規則または止まっている場合は、衣類をゆるめ呼吸気道を確保した上で

人工呼吸を行い、直ちに医師の手当を受けること。 

皮膚に付着した場合： 

 汚染された衣服を脱ぐこと。 

 皮膚を速やかに洗浄すること。 

 多量の水と石鹸で充分に洗浄すること。 

皮膚刺激があれば医師の診断、手当を受けること。 

眼に入った場合：  水で数分間、注意深く洗うこと。 

コンタクトレンズを使用していて容易に外せる場合は外すこと。その後も洗浄を続

けること。 
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眼の刺激が持続する場合は、医師の診断、手当を受けること。 

飲み込んだ場合： 口をすすぐこと。 

   この液体は肺に入ると化学性肺炎の危険が増すので、吐き出させてはならない。 

   医師の診断、手当を受けること。 

応急処置をする者の保護： 

適切な保護具(保護眼鏡、防護マスク、手袋等)を着用する。 

火気に注意する。 
 

 

５．火災時の処置 

消火剤 ：  粉末消火剤、二酸化炭素、耐アルコール泡消火剤、水噴霧 

使ってはならない： 棒状注水、通常の泡消火剤 

特定の消化方法： 周辺火災の場合は、容器を安全な場所に移動する。移動不可能な場合は、注水 

し冷却する。容器が破裂、飛散する恐れがあるので、冷却作業は充分な距離をと

って行うこと。 加熱により容器から内容物が噴出した場合は、可能ならば容器を

可燃物から遠ざけ、大量の水を注水して冷却し、噴出が納まるのを待ち、消火活

動を行うこと。 
    

 

６．漏出時の処置 

   人体に対する注意事項、保護具及び緊急時措置： 

漏れた付近の周囲から人を退避させるとともに、風下の人を退避させ、火災・爆

発の危険を警告すること。 

緊急措置：  付近の着火源となるものを速やかに除くとともに適切な消火剤を用意すること。 

屋内の場合は処理が終わるまで通風等により換気をよく行うこと。 

環境に対する注意措置： 流出した内容液が河川等に排出されない様に注意すること。 

直接、河川や下水に流さないこと。 

回収、中和、封じ込め及び浄化の方法と機材： 

乾燥砂、土、その他不燃性材料に吸着させて、密閉できる空容器に回収すること。 

作業には火花を発生しない安全な用具を使用すること。 

大量の流出には盛り土で囲って流出を防止する。 

付着物・廃棄物等は関係法規に基づいて処置する。 
 

７．取扱い及び保管上の注意 

取扱い 

技 術 的 対 策： 換気のよい場所で使用すること。 

狭い室内では使用しないこと。 

内容物の出る方向を良く確認してから使用すること。 

注 意 事 項 ： 用途以外には使用しないこと。 

人体に使用しないこと。 

その他、表示された使用上の注意を守ること。 

  安全取り扱い注意事項： 

   火気を使用している室内で大量に使用しないこと。火気厳禁。 

温度が４０℃以上となるところでは使用しないこと。 

使用中、直射日光の当たる場所や温度が４０℃以上となる所に放置しないこと。 

特に、夏場の自動車内やコンクリートや砂地、路面上に置かないこと。 

炎に向けて使用しないこと。 

容器の転倒、落下など衝撃を加えないこと。 出来る限り吸入しないようにし、

眼・皮膚・粘膜との接触を避けること。 
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保管 

技術的対策 ： 破裂の原因になるので、火気の近くや直射日光の当たる場所など温度が４０℃以 

 上となるところに保管しないこと。特に暖房器具の付近など熱気が当たるところ 

や自動車内には置かないこと。 

換気の良いところに保管すること。 

錆の発生しやすい水、湿気の多いところに放置しないこと。 

子供の手の届かないところに保管すること。 

キャップを装着して保管すること。 

エアゾール製品は性質上、経年変化に伴い缶及び各部品が劣化し、ガス抜けが起 

こる可能性があるので、長期保存は避け、なるべく早めに使い切ること。 

その他、表示された保管上の注意を守ること。 

混触禁止物質：    情報無し 

安全な保管条件：  直射日光を避け、涼しい、換気の良い場所で施錠して保管すること。 

安全な容器包装材料： 

情報無し 
 

 

８．暴露防止及び保護処置 

管理濃度･許容濃度： 

成分名 管理濃度 日本産業衛生学会 ACGIH(TLV-TWA) 

ジメチルエーテル - 未設定 未設定 
エタノール - 未設定 1000ppm 

イソプロピルアルコール 200ppm 400ppm、980mg/m3 200ppm 

ﾉﾙﾏﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙｺｰﾙ 未設定 未設定 100ppm 
カーボン(ダイヤモンド) 3mg/㎥ 1mg/㎥ 3mg/㎥ 
設 備 対 策： 屋内作業場での使用の場合は、ガス検知器を設置し、局所排気装置等を設置する 

ことが望ましい。 

設備・換気扇等の電気設備には、防爆構造のものを用いること。 

長時間取り扱う場合、給排気が十分にとれ暴露を受けない設備にすること。 

保 護 具： 呼吸器用の保護具：有機ガス用防毒マスク着用する。  

手の保護具：保護手袋 

目の保護具：保護眼鏡（側板付きまたはゴーグル型） 

皮膚及び身体の保護具：保護服(長袖)。必要に応じて、保護前掛け、保護長靴。 
 

 

９．物理的及び化学的性質 

 原液 ジメチルエーテル 

形 牮 液体 液体及び気体(容器内) 

色 灰色懸濁 無色透明 

臭 い アルコール臭 ややエーテル臭 

ｐ Ｈ なし なし 

融点･凝固点 情報無し -141.5℃ 

沸 点 情報無し -23.6℃ 

引火点 21℃未満 -41.1℃ 

爆発範囲(爆発限界) 情報無し 上限 26.7vol%、下限 3.4vol% 

蒸気圧 情報無し 0.507MPa (20.8℃) 

密度(20 ℃) 0.79 0.661…液体、1.6…空気＝１ 

溶解度 情報無し 水；2.4g/100ml 

n-ｵｸﾀﾉｰﾙ/水分郤係数 情報無し log Pow=0.1 

自然発火温度 情報無し 350℃ 

分解温度 情報無し 情報無し 

臭いの閾値 情報無し 情報無し 

蒸発速度 情報無し 情報無し 

燃焼性 情報無し 情報無し 
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１０．安定性及び反応性 

     化学的安定性： 通常の使用・保管条件では安定。 

危険有害反応性の可能性： 

高温の表面、火花または裸火により発火。 

  避けるべき条件： 酸素に富む物質(強酸化剤等)との接触。(発火または爆発の危険性) 

混触危険物質： 情報無し。 

危険有害性のある分解生成物： 

燃焼した場合、不完全燃焼などにより一酸化炭素などが生成する可能性有り。  
 

 

１１．有害性情報 

 

 

 

 

 

 

 

※略記号(データ及びＧＨＳ区分)  

LD50M：経口(主としてラット)mg/kg、LD50S：経皮(主としてウサギ)mg/kg、 

LC50R：吸入(主としてラット)ppm、皮：皮膚腐食性・刺激性、眼：眼に対する損傷性／刺激性、 

呼：呼吸器感作性または皮膚感作性、変：生殖細胞変異原生、発：発がん性、生：生殖毒性、 

単：特定標的臓器・全身毒性(単回暴露)、反：特定標的臓器・全身毒性(反復暴露)、 吸：吸引

性呼吸器有害性 

※分類対象外、分類できないは省略 
 

 

１２．環境影響情報 

水性環境急性水生毒性： 区分外 

水性環境慢性水性毒性： 区分外 

オゾン層への有害性： 区分外 

エタノール：LC50(48H)=5463.9mg/L(ｵｵﾐｼﾞﾝｺ) 

   イソプロピルアルコール：LC50(96H)>100mg/L(ﾋﾒﾀﾞｶ)  

   ノルマルプロピルアルコール：LC50(48H)=3025mg 

ジメチルエーテル：EC50(48H)>4000mg/L(ｵｵﾐｼﾞﾝｺ) 
 

 

１３．廃棄上の注意 

残 余 廃 棄 物：  捨てる時は、完全に使い切ってから、火気のない屋外で噴射音が消えるまで 

ボタンを押し、または、ガス抜きキャップなどを使用しガスを抜くこと。 

汚染容器・包装： 空容器は完全に使い切ってガスを抜いたことを確認し、不燃ゴミまたは産業

廃棄 片として各自治体の規則に従い廃棄すること。 

捨てる： 捨てる時は、完全に使い切ってから、火気のない屋外で噴射音が消えるまで 

ボタンを押し、または、ガス抜きキャップなどを使用しガスを抜くこと。 

汚染容器・包装： 空容器は完全に使い切ってガスを抜いたことを確認し、不燃ゴミまたは産業

廃棄 片として各自治体の規則に従い廃棄すること。 

 
 

 

１４．輸送上の注意 

国 際 規 則： 航空輸送はＩＡＴＡ及び海上輸送はＩＭＤＧの規則に従う。 

国 連 番 号： 1950 

国 連 品 名：     エアゾール(AEROSOLS MAXIMUM 1litre) 

成分名 LD50M LD50S LC50R 皮 眼 呼 変 発 生 単 反 吸 

ジメチルエーテル - - 164000 - - - - - - 3 外 - 

エタノール 6200-17800 20000 20000(10H) 外 2B - - 1A 1A 3 2 - 

イソプロピルアルコール 5280 12870 29512(4H) 外 2A-2B - 外 A4 2 1 2 2 
ﾉﾙﾏﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙｺｰﾙ 1900 6700 - 2 2A - - 外 2 3 - - 

カーボン(ダイヤモンド) 8000 3000 15400 軽

 

軽度 - - - - - - - 
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国 連 分 類： Class 2.1 (引火性高圧ガス) 

容 器 等 級 : 記載無し 海洋汚染物質 ：情報無し 

国 内 規 則： 陸上輸送：消防法、労働安全衛生法等の輸送について定めるところに従う。 

  海上輸送：船舶安全法の輸送について定めるところに従う。 

  航空輸送：航空法の輸送について定めるところに従う。 

 

１５適用法令 

   消防法：  危険第 4 類アルコール類（指定数量 400Ｌ） 

労働安全衛生法：  施行令別表第１(危険片)引火性の物、可燃性のガス 

施行令第１８条(名称等を表示すべき危険物及び有害物) 

施行令第１８条の２別表第９(名称等を通知すべき危険物及び有害物)  

高圧ガス保安法： 第２条(液化ガス)、第３条(適用除外)  

一般高圧ガス保安規則第２条（可燃性ガス）、第６条(技術上の基準)  

施行令第２条(適用除外)政令関係告示第４条 

航空法：  施行規則第１９４条 引火性ガス、引火性液体  

船舶安全法：  危規則告示別表第１(エアゾール) 
 

 

１６．その他の情報 

記載内容、現時点で入手した情報に基づいて作成していますが、記載のデータや評価に関してはいか

なる保証をなすものではありません。注意事項は、通常の取り扱いを対象としたもので、特別な取り

扱いをする場合には用途・用法に適した安全対策を実施の上、取り扱い願います。 
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